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ソルガム群落上での炭酸ガスフラックスの測定
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を示し,-ほ測ン即奇問に ついての ､rty-)lh.'を蓑h Lている. また,Cwc(n)は W と Cのコ
スペク トルJ･.1%l壁であり,nHとnL化炭慨ガスの乱流輸送に寄与している上限 および 下限
の周披数である,MiyakeandMcBean(1970)は接地矧 田内 での新熱の 乱流相送の場
lT,nL-0,001Hz,nH-5Hz粒度である ことを･,E:駅的に/TtL,Dyereial･(1967)はフ





と押黙の 乱流輸送の純造が相似で あると仮定すると, 炭酸ガス変蝋 卜は0･001Hzから
5Hz程度までの灰恨ガス濃度変動を測定することが必要である.
今榊 FL告する炭価ガス変斬 トは試作 1弓傭 (OhtakiandSeo,1976;大滝 ･瀬[=t,1977)
を改良したもr7)であ り,その州足原理L,蟻 酸ガス分 J'▲が固有な赤外線を吸収する性質緋 u





する炭慨ガス分 /-に よって 吸収Jn,
受けた赤外線は別の CaF2L,1/ズて







うに 設計されて お り,灰冊カスの






























Centerwa＼′p】engt1(pnl) 4.249 2597 3,932
Hallwidth (Ftnl) (),094 0,()93 0,C)80
















て毒勅脚 荷笥馴こ入 力 されて い
る.差励J榊折冊では検知器-(こ-/hl-
外線が入射しないときのいわゆ
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勾配から求めた測定感度は約 10mV/ppm である. また,検定セル内に411ppm の炭慨
カスを流しながらEtJ.)J電ILを シンクロスコープで 観察すると約 8mVの雑音が 認められ
た.炭慨ガス変動計の測定感度を考慮すると, この雑音は約 0,8ppm の炭酸ガス此度に
相当する. ドリフ トは 1時間当り約 1ppm であった. これら0:)佃は試作 1号機 (Ohtaki




であった.灰恨 ガス盆山計と超拝波臥述紺 上地上 250cm のr=.li度に設即 した.炭慨ガス濃
度,水蒸気潰度や風速などの7ナpグ信号をデータレコ一夕一に記録 した.7ナロクテ一
メ-は観測終 ｣'後,'R験宅で 10HzL7)I)-i.■1拾･で A/D変換した.昨糸列 -):-クーを 15分毎
に区切 り各種統計品を計算 した.
Fig,4は 13時15分から13時30分に かけての 帆速の釦 自成 分 (u))と瑛慨 カス此度
(C)のコスペク トル nCwc(n)曲組を′1くしている.桐 油土用波数 n(Hz)を対数表/示して
いる.nCwc(n)曲線と繊軌で囲まれる面材lLは伏慨ガスの鉛 直方向Uj乱流輪送hi-yこ比例 し
ている.関から別ちかr亡ように,i)1倍 ガスの乱流輪送に寄与している周減数は nL-0.005
Hzから nH-3Hz粗壁である. これらの佃は従来, 地熱uJ乱流輸送の場合に'Tlされ/i
l二眼および-卜限周披数の仙とほほ一致している (MlyakeandMcBean,1970;Dyerel
a1.,1967).そして,乱翻 tlI送に最も寄与している周波数は 011-0･2Hzの領域であ り,
1Hz以~r.の低周波数成分が乱流輸送-hi:の95%以上を占めていることも明らかである,
仲用した旗恨ガス変動計と超音波風速言山上20cm の測定スパンを有 している. この-た































また,跡 二は地 L25Ocm の帆.ILil(u), 250cm と175cm 間の炭舵ガス虚圧差 (AC)と
捌 安ガスの拡散係数 (Kc薄 ,C,i/3C;,仰 臥机 も示Lている･ ソ-ガム群- 〔の炭
慨ガス浪圧差 (C2,｡IC.,5) は正の値を有し,灰恨カスが軌tl.卜向きに輸送されていること
如 している. その hrJ-1きの灰慨ガス輸送iiは 12時 30分頃に殺人 (-140ppm ,等)
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gethel･WlthvariationsofrelaLCdparamclers,W.ndspeed(u)･carbon




1196×10-霊 ,とすると,炭恨ガスの-卜向き輸送血の 最大値は約10g/m2/h となる･ こ
の値はソルガムと同じC4植物であるトウキ LJコシ仰落｣ーでの炭惚ガスの楠送出(Lemon,
1960)と一致している, これに対し,C,拙物である水稲や 小安群落上での下向きの炭倍
ガス輸送弘の巌大仙は 約 5g/m2/hであった (SeoandOhtaki,1974;Ohtakl,1984).
ソルガム沼落と水稲や 小安群落 ヒでの灰恨ガス輸送虫の倍大値 が炎 な る増山と して,
(D C4植物の光rT必 封宴が C3柵物に比べて 約2倍大きい (村EU等,1976).(2)ソルカ





で代用されていたLiである.今Filのテス ト観洲 和を使って K｡とKHあるいは KcとKM
の関係を調べることができる.それには j:J卜に/Tけ 無次元勾配と呼ばれているJ;ラメ-
クーL(用いる0)が好都合である.




仙 - h(Z-A) a-u h(Z-d)
u* dZT u*
? ? ?













したがって.KcとKHあるいは KcとKMのLIJ豚 L'知るには 4,Cと4,E,あるいE′再 ,Cと




Lr)関係を知るた捌 こ,(2)式を使って ¢ciJ針 目.L, その他を Evに対 しプロットL:-
(Fig･6).今ld･｣の観測ではEvが狭い捌 馴二限られているが, このEvの領域は申Cの伯が











Kc= KH又は K w (水井気の 拡 散係数) (7)
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